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※右上のＱＲコードから「協和中学校ホームページ」をご覧ください。 

 

例年であれば、７月の総体（総合体育大会）が運動部３年生の一つの区切りになっていま

したが、今年度は新型コロナウイルス感染症対策として、全国大会、関東大会、県大会が

中止となり、それを受けて地区総体も中止

となってしまいました。 

このような状況の中で、市内部活動の各

専門部が協議を重ね、活動１試合程度の対

抗戦、あるいは部内引退試合等の実現が可

能になりました。 

７／１２（日）には、その第１弾として、

陸上記録会が実施されました。晴天の中、改

修工事の終了した足利市陸上競技場で、練

習の成果を発揮することができました。                         

 今後、他の部活動でも実情に合わせ、交流会や部内引退試合等が開催される予定です。

各部活動の顧問の先生方には、３年生引退に向けた実践終了後、以下のような取組をお願

いしています。この取組を行うことで、素晴らしい『有終の美』を飾ってもらい、高校受

験に向けて『受験モード』に切り替えてほしいと思います。 

「頑張れ３年生！」 
  

【 後輩たちに良い伝統を残そう 】 

（１）部活動でも『ＫＹＯＷＡ＋』→「大切なのは、最後まで全力でやりきることです。」 

（２）部活動でも『Ｎ・Ｋ・Ｇ』→「感謝の気持ちを形に表しましょう。」 

  ①お世話になった人々への感謝（保護者、先生方、友達、地域の皆さん） 

  ②使用させていただいた場所への感謝（除草、整地、清掃、整理・整頓） 

（３）部活動でも『Ａ・Ｓ・Ｎ』→「後輩の良き手本になりましょう。」 

  ①まずは、全力で練習に取り組む姿を見せる。 

 ②後輩に、優しく丁寧に接する。 
  

風になびく『ＫＹＯＷＡ＋』の応援を受けて疾走する選手たち 



例年であれば、５月中に体育館で実施される生徒総会ですが、今年度は新型コロナウイ

ルス感染症対策として、７／２（木）に、放送による生徒総会を実施しました。 

今年度の生徒会スローガンは『ＫＹＯＷＡ＋』、『Ｎ・Ｋ・Ｇ』、『Ａ・Ｋ・Ｎ』。特に『Ａ・Ｋ・Ｎ』

は、地域と共に歩み続ける協和中をイメージし、「愛される 協和中生に なろう！」という

ことで決定されたそうです。また、具体的な活動として、「あいさつ」「学び合い」「居心地

の良いクラス」を掲げ、全校生徒に、放送で呼びかけました。掲示物も作成され、階段踊

り場に張り出され、この方針を受けて、各委員会が積極的に活動をスタートさせています。 

『協和』には、「みんなで力を合わせる」という意味があります。みんなで力を合わせ、

プラス思考で前進し、『すべての生徒が輝く協和中学校』にしていきましょう！ 

  

皆様の善意に感謝します！ 

◎ 消毒用アルコール 寄贈         県町（株）サン・ライフ様 

新型コロナウイルス感染症対策として、サン・ライフ様より「施設消毒用アルコール」

を寄贈していただきました。教室内やトイレ、廊下の手すり等の消毒に活用させていただ

いています。 

◎ リヤカー 寄贈             百頭町 三田 秀之 様 

リサイクルステーションから倉庫に資源物を運ぶため

のリヤカーが必要で、公民館やＪＡに「リヤカーを譲っ

てください！」のポスターを掲示していたところ、百頭

町の三田様より、譲っていただくことができました。 

今回、修理が完了し、資源物の運搬、伐採した樹木の

運搬等、様々な場面で活用させていただいています。 

『ＫＹＯＷＡ＋号』と命名されたリヤカー 


